
１２．2011年度　近畿大学外国人留学生特待生・奨学金実績
（1）特待生・・・授業料と教育充実費を全額免除　　採用者5人

外国人留学生入学試験の成績（後期入試は「日本留学試験」の「日本語」の成績を含む）が
得点率80％以上かつ上位者

2年次以降も成績等が優秀であれば、特待生として継続することができます。

（2）第１号給付・・・入学金相当額（一時金） 採用者18人

外国人留学生入学試験の成績上位者

（3）第２号給付・・・月額 80,000円（8，9月を除く1年間） 採用者16人

在学時の成績優秀者

１３．在留資格認定証明書の申請について（出願前に必ずよくお読みください）
【日本国外居住の場合】

留学生として日本に滞在するには原則として「留学」の在留資格が必要です。志願者は入学許可書受領後に

在留資格「留学」の資格を取得するため、日本国政府法務省入国管理局へ「在留資格認定証明書」交付申請

をします。交付後、本人が「入学許可書」及び「在留資格認定証明書」を提示して日本領事館等で査証申請

手続をすることになります。

◎「在留資格認定証明書」の交付申請については、以下のとおり二つの方法があります。

①個人申請

入学許可書を受領後、日本国内の入国管理局に「在留資格認定証明書」の交付申請をします。この申請

は、本人または代理人が行います。

②近畿大学による代理申請（工学部を除く）

所定の在留資格認定証明書交付申請書類を入学手続時に提出することにより、大学代理申請を願い出る

ことができます。代理申請ができるかどうかは、大学で判断します。代理申請の可否、また申請結果に

ついて、大学に対し異議を申し立てることはできません。大学代理申請を行う場合の申請書類は、合格

者に別途ご案内いたします。なお、大学代理申請をすることができる在留資格は「留学」に限ります。

「在留資格認定証明書」が交付された場合は、「入学許可書」とともに代理人宛に送付します。不交付の

場合はその旨通知します。本学学部に合格し、入学後在留資格「留学」の取得の手続きができるかどう

か、疑問がある場合は、あらかじめ入国管理局に確認をしてから出願をしてください。

「在留資格認定証明書」申請手続・入国手続の流れ

出願書類を送付 

来日、入学 

出願書類を提出 

合格通知書類を 
受け取り、 
入学手続書類一式 
を送付 
（入学手続金の送金） 

本国の日本大使館や 
領事館でビザ 
（査証）の申請 

ビザ（査証）の取得 
在留資格「留学」で 
上陸 

合格通知書類を送付 

入学手続書類一式 
を提出 
（入学手続金の振込） 

（個人申請の場合） 
在留資格認定証明書 
の交付申請手続 

在留資格認定証明書 
を送付 

入学許可書の発行 

在留資格認定証明書 
を送付 

（大学代理申請の場合） 
在留資格認定証明書の 
交付申請に伴う 
関係書類をまとめて、 
大学が代理申請を行う 

選考のうえ、 
合格者を決定し、 
合格通知書類を 
送付 

在留資格認定証明書 
の交付 

出 願 者 日本国内居住の代理人 近 畿 大 学 入 国 管 理 局 
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（対象：1年生）

（対象：1年生）

（対象：2年生以上）

学部・日本留学試験利用渡日前入学許可
入学試験要項

2012（平成24）年度　4月入学用

独立行政法人日本学生支援機構が行う「日本留学試験」を海外で受験して、

本学に志願できるものです。
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１．入試日程

２．出願手続
（1）出願方法

入学検定料振込後、出願書類一式を東大阪キャンパス国際交流室まで志願者本人または日本国内居住の代

理人が持参してください。原則として郵送による受付は行いません。ただし、日本国内において、遠方で

持参できない場合は国際交流室まで連絡し、許可を得てから郵送してください。入学願書受付期間最終日

必着とします。

（2）入学検定料

①35,000円　　＊ただし、産業理工学部は32,000円

本学所定の入学検定料振込依頼票（C票）に必要事項を記入のうえ、日本国内にある金融機関（ゆうちょ銀

行を除く）から「日本円」、「電信扱」で振り込みをしてください（外国送金不可）。領収書（D票）は大切

に保管してください。

②一度受理した出願書類、入学検定料（銀行手数料等諸費を含む）は原則として返還できません。

（3）受付場所・問い合わせ先　

（3）全学部　東大阪キャンパス 11号館1階　国際交流室

住所：〒577-8502 大阪府東大阪市小若江3-4-1

電話：（06）6721-2332 内線2862～2865（海外からの場合：＋81-6-6721-2332）

FAX：（06）6729-2387 （海外からの場合：＋81-6-6729-2387）

E-mail：isc@itp.kindai.ac.jp

受付時間：月～金　10：00～16：00

土　　　10：00～12：00（日曜・祝日を除く）

３．出願資格
（1）外国人であってかつ外国において学校教育における12年の課程を修了した者または2012年3月までに

修了見込の者

（2）外国において、当該国の大学入学資格検定に合格した者で18歳に達した者

（3）その他本学において、上記（1）、（2）と同等以上の資格を有すると認定された者

（4）入学後は原則として「出入国管理および難民認定法」による「留学」の在留資格を取得できる者

＊本学学部に合格し、入学後在留資格「留学」の取得または更新の手続きができるかどうか、疑問がある

場合は、あらかじめ入国管理局に確認をしてから出願をしてください。

（5）2010年6月～2011年6月の間に「日本留学試験」を海外で受験し、出願時において日本国外居住してい

る者に限ります。ただし、日本留学試験を海外で受験後、在留資格「短期滞在」で日本に滞在している者は

「日本国外居住者」として認めます。

日本留学試験等による

書類審査

入 学 願 書 受 付 期 間居住区分

日本国外

居住者

選考方法

2011年11月24日（木）

合 格 発 表 日

2011年

10月3日（月）～10月19日（水）
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４．募集学部・入学試験実施要項
（1）募集人員　各学部（下記）とも若干名

（2）試験科目　　　○は対象となる日本留学試験の科目

※対象となる科目を受験していなければ、出願することはできません。
（3）選考方法　①提出された出願書類をもとに選考を行います。

②代理人および志願者本人に電話による確認や、面談を求めることがあります。
③上記により、総合評価のうえ合否を決定します。

○

○
○

コース２
指定

○　　　○　　　○
2科目 自由選択

日本語 TOEFLR成績

○

○

○
○

○

○

○

○

○

日本語

日本語
○

総 合 科 目 ま た は 数 学
コース1のうちどちらか選択

○
コース２
指定

○
コース１
指定

○

総 合 科 目 ま た は 数 学
コース1のうちどちらか選択

○
コース１
指定

○

2科目 自由選択

○ ○ ○

2科目 自由選択

○ ○

○

○
○

○
○

○

○
○

理学科

生 命 科 学 科

応 用 化 学 科

機 械 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

社 会 環 境 工 学 科

情 報 学 科

建 築 学 科

数 学 コ ー ス
物 理 学 コ ー ス
化 学 コ ー ス

文学科

芸 術
学 科

文 化 ・ 歴 史 学 科
英語コミュニケーション学科

農 業 生 産 科 学 科
水 産 学 科
応 用 生 命 化 学 科
食品栄養学科（管理栄養士養成課程）
環 境 管 理 学 科
バ イ オ サ イ エ ン ス 学 科

日 本 文 学 専 攻

創作・評論コース
言語・文学コース

外国語外国文学専攻

舞 台 芸 術 専 攻
造 形 芸 術 専 攻

英語英米文学コース
中国・韓国語文化コース

造 形 コ ー ス
芸 術 学 コ ー ス

総 合
社 会
学 科

社会・マスメディア系専攻
心 理 系 専 攻
環 境 系 専 攻

生 物 化 学 工 学 科
機 械 工 学 科
知 能 機 械 工 学 科
電 子 情 報 工 学 科
情 報 シ ス テ ム 工 学 科
建 築 学 科

生 物 環 境 化 学 科
電 気 通 信 工 学 科
情 報 学 科

建 築 ・ デ ザ イ ン 学 科
経 営 ビ ジ ネ ス 学 科

学部 学科および専攻・コース

理工学部

建築学部

文芸学部

総合社会
学 部

農学部

工学部

産業理工
学 部

日本語

日本語

英語
日本語

日本語

日本語
英語

日本語

日本語

日本語

○
○

1科目 自由選択

○ ○

生 物 工 学 科
遺 伝 子 工 学 科
食 品 安 全 工 学 科
シ ス テ ム 生 命 科 学 科
人 間 工 学 科
医 用 工 学 科

生物理工
学 部 日本語

TOEFLR成績

TOEFLR成績

TOEFLR成績
○ ○ ○ ○

コース２
指定

2科目 自由選択

物理 生物

科　　目

必要書類基礎学力科目
の出題言語

総合科目
日本語

数　学
化学
理　科

基礎学力科目

※1 2012年4月文化学科から名称変更届出済
※2 2012年4月英語多文化コミュニケーション学科から名称変更届出済

※1

※2
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５．出願書類

＊受験票（本学所定用紙C）は、必要ありません。

＊カラー写真はすべて同一のものを提出すること。（タテ4cm×ヨコ3cm出願前3カ月以内に撮影されたもの）

＊学歴、日本語学習歴、国籍、その他出願書類について、後日虚偽の事実が発見された場合は合格し入学手続を

完了していても入学を取り消します。

６．合格発表
（1）日本国内居住の代理人宛に合格発表当日、入学試験結果通知書を速達郵便にて発送します。また、合格者

には合格通知書とともに入学手続に必要な書類一式も同封します。

（2）合否についての電話、郵送等による問合せには一切応じません。

７．入学手続
（1）入学手続方法

入学手続金振込後、入学手続書類を提出してください。

①入学願書
(本学所定用紙Ａ)

●志願者本人が黒のボールペンで記入し、署名。
●カラー写真1枚貼付

②入学志願票
（本学所定用紙Ｂ票）

●証明書は出願前6カ月以内に発行された原本（オリジナル）。
●証明書のかわりに卒業証書の原本とコピーを提出することもできます。原本
は確認後返却します。
●日本語、英語、中国語以外の言語の場合は、日本語または英語の翻訳文書も
必要。
●当該国で大学入学資格検定に合格した者は、最終出身学校の卒業証明書に加
えて、検定試験の合格証明書。

●証明書は全在学期間に修得したすべての成績が学年ごとに記載されたもので、
出願前6カ月以内に発行された原本（オリジナル）。
●日本語、英語、中国語以外の言語の場合は、日本語または英語の翻訳文書。
●当該国で大学入試資格検定に合格した者は、検定試験の成績証明書。

●現在、在学中の者は修了見込証明書。
●すでに修了した者は、修了証明書。

2010年6月～2011年6月の間に受験した結果、成績が良い分の成績通知書を
提出。原本とコピーを提出してください。原本は確認後、返却します。

⑥本国における最終出身
学校の卒業(修了)証明
書または卒業(修了)見
込証明書

⑦本国における最終出身
学校の成績証明書

⑤日本語教育機関等の
修了（見込）証明書

⑨日本留学試験成績通知書

理工学部、建築学部および文芸学部文学科外国語外国文学専攻英語英米文学
コース、英語コミュニケーション学科出願者は、提出。

⑩TOEFLR成績

⑪返信用宛名シール
（本学所定用紙Ｆ）

日本国内に居住する代理人の住所を記入。

提　出　書　類 特　記　事　項

●注意事項を参照のうえ正確に記入。
●カラー写真1枚貼付

③受験副票
（本学所定用紙Ｄ）

●太枠内のみ記入。
●カラー写真1枚貼付

④日本語教育証明書
（本学所定用紙Ｅ）

日本語を学んだ（あるいは、現在学んでいる）教育機関に「日本語教育証明書」
（本学所定用紙Ｅ）の発行を依頼してください。

氏名、番号、顔写真の貼ってあるページのコピー。
出願時点で未取得の場合、提出不要。

⑧パスポート
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（2）入学手続日程

（3）入学手続上の注意事項

①第一次入学手続後、第二次入学手続を所定期間内に行わないと入学資格を失います。

②入学手続時には1名の保証人が必要です。保証人は本人の日本滞在中の身元を保証してくれる方で、独立

の生計を営み、保証人の責務を果たせる方です。（学生不可）

③一度受理した手続書類および入学金（入学申込金）は返還しません。

④提出された入学手続書類について記載事項に虚偽の事実が発見された場合、入学を取り消します。

⑤10万円を超える現金振込の際には、指定の振込依頼票とともに、振込手続を行う方の本人確認書類（運

転免許証、健康保険証、パスポートなど）をご用意のうえ、金融機関の窓口をご利用ください。

８．入学辞退
（1）入学手続完了者が入学を辞退（学費返還を伴う）される場合、2012年3月31日（土）17：00【締切・

必着】までに、入学辞退手続を行ってください。入学辞退手続完了者のみ入学金を除く学費等を返還しま

す（海外送金はしません）。

（2）入学辞退の申し出には本学所定用紙「学費等返還願」等を提出願います。

（3）日本国外居住者で在留資格認定証明書が交付されなかった場合、学費等（入学金含む）を返還します。ま

た在留資格認定証明書を取得したにもかかわらず、日本への入国ができない場合は、入学金を除く学費等

を返還します。その際、日本国内居住の代理人から本学所定用紙「学費等返還願」等を提出願います。

（4）入学辞退手続締切日以後の受付はできません。

（5）入学辞退に係る用紙の請求先および提出先は、国際交流室です。

（6）学費等の返還は、4月末日までに銀行振込にて送金いたします。

９．学費等について　
P.14～P.16「9.学費等一覧表」を参照してください。

１０．「日本留学試験」について
（1）2011年度の「日本留学試験」は、下記の2回行われます。

・第1回　　16月19日（日） ・第2回　　11月13日（日）

（2）2011年度の「日本留学試験」は、下記の国々の都市で行われます。

・インド（ニューデリー） ・ミャンマー（ヤンゴン） ・タイ（バンコク）

・韓国（ソウル、プサン） ・ロシア（ウラジオストク） ・フィリピン（マニラ）

・スリランカ（コロンボ） ・インドネシア（ジャカルタ、スラバヤ）・マレーシア（クアラルンプール）

・台湾（台北） ・シンガポール（シンガポール） ・モンゴル（ウランバートル）

・ベトナム（ハノイ、ホーチミン） ・中国（香港）

（3）出願手続等

（3）出願時期や受験料については、下記の独立行政法人　日本学生支援機構または、各国・地域の現地機関に

お問い合せください。

【国内】

独立行政法人　日本学生支援機構 留学生事業部留学試験課

住所：〒153-8503 東京都目黒区駒場4-5-29

電話：（03）6407-7457

FAX：（03）6407-7462

E-mail：eju@jasso.go.jp HP：http://www.jasso.go.jp/eju/

【国外】

各国・地域現地機関

独立行政法人　日本学生支援機構

ホームページを参照してください。

第一次入学手続

2011年

11月24日（木）～12月14日（水）

第二次入学手続

2011年11月24日（木）～

2012年01月18日（水）

〔一括納入する方法〕
第一次入学手続期間に入学金と前期授業料等を一括して銀行振込
してください。

〔第一次と第二次の2回に分けて納入する方法〕
第一次入学手続期間に入学申込金を銀行振込し、第二次入学手続
期間に前期授業料等を銀行振込してください。入学手続に必要な
すべての学費を納入された時点で「入学申込金」は「入学金」と
して取り扱います。

入 学 手 続 期 間 入 学 手 続 金 納 入 方 法

＊銀行振込は、日本国内にある金融機関から「日本円」、「電信扱」で振り込みをしてください（外国送金不可）。
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１１．在留資格認定証明書の申請について（出願前に必ずお読みください）
P.17「13.在留資格認定証明書の申請について」を参照してください。


